
学習者による e ラーニングコンテンツ・サービスの品質保証評価 
Quality Evaluation of e-Learning Contents and Services for Learner 

 

             松本 馨，   平田 謙次 
Kaoru MATSUMOTO,  Kenji HIRATA 

産能大学 HRM 研究所 

HRM Research Center, Sanno University 
 

あらまし：品質保証とはユーザに対する説明責任を果たすことである．しかし，e ラーニングの品質保証で

は，最終（エンド）ユーザである学習者の観点と，研修企画担当やコンテンツプロバイダなど中間ユーザ

の観点がある．品質保証のための評価を行なう場合，これらの観点は大きく異なってくる．そこで，AEN

の活動の一環として，学習者の利用プロセスに沿って，学習促進，操作，満足度といった学習者向けの品

質保証のための評価項目及び基準尺度を開発した． 
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1. はじめに 

 e ラーニングが普及するにつれて，その品質保証が

重要視されてきている．しかし，現状では日本の業界

内で標準化された品質基準が存在しないため，具体的

な品質保証活動に至っていない機関が多くあり，行な

っていたとしても独自の基準を定めて運用しているの

が実情である．そこで2004年度のAEN活動では，品質

保証活動の普及に向けた具体的な貢献を目標として  

e ラーニングの品質保証評価項目・基準尺度の改訂を

行い，品質保証ガイドライン ver.1（以下では品質ガ

イドラインと呼称）を作成し，成果を公開している

[1][2][3]． 

 さらに，これらの活動の一環として，開発者を中心

とした中間ユーザだけではなく，エンドユーザである

学習者の立場からeラーニングコンテンツ・サービス

の評価を行うための評価項目を開発した．本稿では，

それについて述べる． 

2. 開発の経緯 

 品質ガイドラインの基準が妥当であるか検討するこ

とは，これを一般に普及していく上で重要なことであ

る．しかし，それが妥当であるかどうかを検証するに

は，その項目を用いた監査結果が，他の何らかの品質

に関わる成果と密接に関係し，相関があることを示す

必要がある．従って，品質ガイドラインを用いた監査

結果とは別に，品質に関わる何らかの測定をして，そ

れらを比較検討することが重要になる．そこで，これ

までとは別の視点からの項目を設定する必要があると

考えた． 

 品質に関連する情報には，学習者の学習達成度率，

市場占有率，開発コスト効率など様々なものが考えら

れるが，ここでは対象を学習者とし，さらに，学習者

が直接入手できる情報を使うことにした． 

 これは，エンドユーザである学習者からの意見こそ

最も重要なフィードバックであると考えられることや，

品質ガイドラインの項目は主に教育コンテンツ開発を

対象に考えられており，学習者にそのまま適用するの

は困難なためである．また，学習者からの意見は視点

が異なり，逆に開発者からは分からない情報を含んで

いるとも考えられる．このため，学習者からの視点に

立った項目を開発することにした．こういった学習者

向けの項目は，eラーニングのコース認定を行うASTD 

ECC(E-Learning Courseware Certification)やオンラ

イン教育の品質基準を示すQoL(Quality on the Line)

などでも設定されており，その重要性が認識されてい

る． 

3. 学習者版品質保証評価項目 

3.1 評価項目の開発 
 評価項目は，学習者が直接利用する教育コンテン

ツ・サービスに対する評価を中心に設定し，質問も簡

単で分かりやすい内容とすることにした．ここでいう

教育コンテンツ・サービスに対する評価とは，学習者

が教育コンテンツ・サービスとしてeラーニングに初

めて接してからの「情報の登録」「受講」「試験」など，

一連の時間的流れにおけるeラーニングとの接点にお

いて，効率的かつ効果的に学習ができたかどうかを主

観的に尋ねるものである． 

 また，評価項目は，品質ガイドラインと同様に階層

構造を取り，大きなものから順に“パート”“カテゴリ”

と区分することにした．以下では，このうち“パート”

がどのような考えのもとで設定されたかを述べる． 

 e ラーニングの学習を開始する際には，まず最初に

受講登録から始まる手続きを行う．そこにはユーザ登

録や実際の学習を開始する工程があると考えられる．

そこでeラーニングとしてのサービスに接して，ユー

ザ登録などを行う「サービス導入」パートと，実際の

学習を開始する「学習導入」パートの2つを設定した． 

 次に，実際に学習を開始する段階において，様々な



機能やサービスが提供される工程がある．これを「教

育環境」パートとして設定した．ここでは，直接的な

教育や指導にはあたらないが，効果的な学習を基盤と

して支えることに関する評価項目を設定している．具

体的には，教育・学習を支援・維持させるための環境

の準備状態や，実際に利用した際に発生するトラブル

の状態についての項目を設けた． 

 続いて，直接的な教育・指導に関わる段階で，学習

者が自らの学習ニーズを明確にし，ニーズに適した学

習を実施していく上で必要となる要素をピックアップ

した「教育内容」パートを設定した．具体的には「学

習者のニーズとの一致状態について」「学習者・教授側

双方にとって必要な情報の開示」「教育方法の明示」

「実際の教育方法やメディアの設計・選択の適切さ」

「教育効果を促進させる機能の評価」に関する項目を

設けた． 

 最後に，「総合評価」パートを設定した．ここでは，

最終的に e ラーニングでの学習を終えて「興味」「理

解」「応用」「成果」のどのレベルまで効果が期待でき

るかについて学習者の主観的評価を項目にした． 

 これらのパートは全て1つ以上のカテゴリから構成

され，さらに“パート”を細分化するものとして“カ

テゴリ”を設け，そのカテゴリの下に各項目を設定し

た． 

3.2 評価項目の構成 
 学習者による品質保証評価項目は 66 の項目で構成

されている．さらに，この項目は機能の内容によって

5つのパート，10カテゴリに分類されている．つまり，

この評価項目は5つのパートと10カテゴリを構成要素

として持ち，10 のカテゴリは合計 66 の項目に分けら

れる構造を持っている（図1）． 

 本評価項目は品質保証ガイドラインver.1に準じる

形式で作成し，基準尺度も同様に5段階で設定してい

る（重み付け定義，詳細なガイドは付属しない）．この

ため，名称も分冊1～5に続く「第6部：学習者による

品質保証評価」としている． 

3.3 評価項目の適用 
 本評価項目を用いて，品質ガイドラインによる監査

結果と学習者による評価との結果を簡単に比較検討し

た．学習者用の項目は，開発者用の項目に対応するよ

うに設計してある．この対応に基づいて双方の関係を

捉え，品質保証における項目検討を行った． 

 それによると「プロセス；設計」と「教育内容；情

報開示」，「プロセス；開発」と「教育環境；トラブル

シュート」，「製品；促進機能」と「学習導入；開始」

がどちらも比較的高い評価結果を示した．一方で「製

品；維持機能，促進機能，支援機能」と「教育環境：

環境設計」及び「教育内容：教育促進効果，教育方法」

などでは開発者側が高い評価をしたものの，学習者側

では低い評価となった． 

 この結果は，設計では十分に検討したものの，学習

者側の要求を十分に反映しきれていないことによるも

のと考える．品質保証を広めていくには，この点の解

決が不可欠となるであろう． 

4. おわりに 

 本評価項目はeラーニングの実際の利用側である学

習者の視点に立ったものであり，これを使用すること

で，より学習者に近い立場からの品質評価や，その有

効な利用方法についての研究の促進が期待される．こ

れらは，AEN活動の成果物としてAENの Webサイト[3]

にて2005年夏頃に公開される予定である．詳細につい

てはそれを参照されたい． 
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  学習者版品質評価         （合計66項目） 

  ・パート6-01：サービス導入（段階） （ 9項目） 

     カテゴリ6-01-01：サービス導入 

  ・パート6-02：学習導入（段階）   （13項目） 

     カテゴリ6-02-01：開始 

     カテゴリ6-02-02：進捗 

  ・パート6-03：教育環境       （11項目） 

     カテゴリ6-03-01：環境設計 

     カテゴリ6-03-02：トラブル発生 

  ・パート6-04：教育内容       （22項目） 

     カテゴリ6-04-01：効果的教育内容 

     カテゴリ6-04-02：教育情報開示 

     カテゴリ6-04-03：教育方法・メディア 

     カテゴリ6-04-04：教育効果促進・把握 

  ・パート6-05：総合評価       （11項目） 

     カテゴリ6-05-01：基本理解 

     カテゴリ6-05-02：応用・転移 

図 1 学習者版品質評価項目の構成 

図2 学習者版品質評価項目の例 

パート カテゴリ 項目 基準尺度 

マニュアルを見ず、すぐに開始できた学習 

導入 

開始 

開始するのにスムーズではないがマニ

ュアルは必要なかった 

  開始するのに多少マニュアルを読み、

開始できた 

  開始するのにマニュアルの熟読や問合

せが必要だった 

  

学習のスタート 

開始するのにマニュアルの熟読や問合

せをし、かなり時間がかかった 

  スムーズに理解できた 

  ややスムーズに理解できた 

  どちらともいえない 

  あまりスムーズに理解できなかった 

  

学習者へのコース構造の伝達 

スムーズに理解できなかった（もしく

は、伝達はなかった 

  スムーズに理解できた 

  ややスムーズに理解できた 

  

学習を開始するに当たって、学

習者と教師のそれぞれの役割と

責任についての伝達 どちらともいえない 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


